
エネルギーバランスが改善され、乳量と繁殖成績が向上
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乾乳期聞が60日というのはどのような理由で定着したのでしょうか。今回は乾乳期

間の短縮について考えていきます。（筆者）

乳腺の退行と再構築、初乳の分泌

乾乳期が必要な理由には乳腺の退行と再

構築、初乳の分泌が挙げられます。連載2

回目でも触れましたが、この乳腺の退行に

必要な期間は2、3週間、そして次の乳生

産に備えて乳腺が再構築され初乳がつくら

れ始めるのは分娩の2、3週間前、加えて

分娩前に胎子が急成長するのは最後の 1カ

月間ですから、 60日も必要ないように思い

ます。また乾乳期間が60日の場合は、前期

と後期に分けた管理が推奨されますが、飼

料の変化によりルーメン内環境も変わるた

め適応するまでに時間が必要です。

これらを考慮すると、乾乳期を短縮し 1

群管理する方が良いように思われます。し

かし問題はないのでしょうか。

60日未満でも乳量は減少しない

乾乳期間は60日という考えが定着した理

由は主に2つあります。

1つには、次の分娩後の乳生産を高める

のための乳腺の退行と再構築には60日は必

要という過去の研究報告があったからです。

しかし、この研究は何十年も前に行われて

おり、最近の研究では前述したように乳腺

の退行と再構築にはそれぞれ2、3週間の

計4～6週間で問題ないとの結果が示され

ています。さらに乾乳期間が60日と設定さ

れた時代の牛に比べ、近年の乳牛の乳量は

飛躍的に増加したため、分娩予定の60日前

になっても日乳量が20kgを超える牛は珍

しくありません。このような状況から、乳

腺の退行と再構築のために60日としづ乾乳

期闘を設けることは長いのではないかと考

えられます。

2つ目の理由は、乳検データから考えら

れたものです。乾乳期聞を 10日間隔で区分

したときの305日乳量を図 1に示します。

実線で示しているグラフは約10年前の

2006年度のデータですが、乾乳期間が60

日未満の牛では305日乳量が少ないことが

分かります。図には載せていませんが、も

っと古いデータを調べてみても似たような

傾向になっていました。このような統計デ

ータから、乾乳期間は60日と定着したので

はないでしょうか。
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kg 図1 乾乳期間の違いと305日乳量（（公社）北海道酪農検定検査協会）
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しかし、点線で示した 16年度のデータを

見ると、乾乳期間が50日でも 305日乳量は

減少していません。これらのデータが示し

ている意味は何でしょうか。牛が変わった

わけでは恐らくありません。06年度は60

日の乾乳期間が主流でしたから、それより

も短かった牛は授精記録のミス、乾乳し忘

れなどの人為的要因や、双子分娩、早産な

ど牛側の要因による想定外のことで結果的

に短い乾乳期間になってしまったことが考

えられます。そのため乾乳期に十分な管理

をされておらず、乳量減少につながったの

だろうと推察されます。

一方、 16年度は乾乳期を短縮する管理方

法が生産現場にも広まりつつあり、意図的

に乾乳期を短くされた牛のデータが占める

割合が増えたため、乳量は減少しなかった

のだと考えられます。

つまり、乾乳期間が60日未満でも牛に合

わせてしっかり管理すれば、その後の乳量

は減らないということがいえます。
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した（図2）。

一方、 21日以上であれば乾乳期間の長さ

は日乳量に影響がないことが分かります。

また、乾乳期間の短縮で懸念される初乳中

の抗体（免疫グロプリン）濃度は、 55日と

34日の乾乳期間では違いがないことが示さ

れました。

別な研究では乾乳期間をO、28、56日の

3つに設定し、乾物摂取量やエネルギーバ

ランスを比較しました。その結果、乾乳期

聞が短ければ短いほど、生理的に起こる分

娩に向けた乾物摂取量の低下が少なく、結

果的にエネルギーバランスも良好であった

こと、乳量に関してはO日のみが低かった

ことが示されました。0日と 30日の乾乳期

間を設定した別の研究でも同様の結果が得

られています。

繁殖成績に関しては、乾乳期が短いほど

初回排卵が早い、初回授精受胎率が高い、

空胎日数が短いなどのメリットが多く示さ

れています。しかし、これは前述した乾乳

期短縮による採食量低下の軽減と乳量低下

によるエネルギーバランスの改善の結果で

あると考えられます。

ここで示した情報やこれまで本連載で触

れてきた情報を整理すると、乳腺の更新と

再構築のためには4～6週間が妥当で、胎

子の急成長を考慮すると 1カ月は必要とな

り、乳量と繁殖成績のバランスを考えると

21日は必要であることが考えられます。加

えて、双子の場合は平均して 1週間早く分

娩する傾向があるので、双子も含めると胎

子成長には 1カ月＋ 1週間と考える方がよ

いと思います。これらを総合的に考えると、

約40日（6週間）の乾乳期間で十分ではない

かと考えられます。
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図2 乾乳期間の違いによる全固形分を補
kg 正した日乳量（Wattersら、 2008)
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乳房炎の新規感染リスク軽滅も示峻

そこで以前、 筆者も乾乳期聞を40日にし

た際の乾乳前の乳量や分娩後の乳量および

繁殖成績を調査しました。分娩予定60日前

の泌乳日数と日乳量は初産牛では342日・

20.4kg、経産牛では322日・ 17. 6kgとな

りました。たまたまなのか泌乳曲線が平準

化されてきた育種改良の成果なのか、初産

牛の方が経産牛に比べて乳量が多くなって

いました。乾乳期の乳房炎の新規感染は日

乳量が17.4kg以下で、少なくなると報告さ

れていますから、 60日前ではどちらもまだ

乳量が多いといえます。そして、その後も

搾乳を続けると、分娩予定40日前では初産

牛17.5kg、経産牛14.6kgとなりました。

初産牛はまだ少し乳量が多いものの乳房炎

の新規感染リスクは減らせたのではないか

と考えられます。分娩後の乳量や繁殖成績

は前年の同時期と比べて特に変わりはなく、

乾乳期聞を40日にしても問題はないことが

分かりました。それどころか搾乳期間を延

長した分、総乳量が初産牛で361kg、経産

牛で320kg増になりました。

他の研究報告でも 300kg程度の乳量増

とのことですから、収入の微増という面

でメリットがあるのではないかと思われ、

その後、本学も基本的には40日に設定し

ています。

搾乳期間延長による過密状態に注意

これまでの情報を集約すると、 乾乳期

間を短縮することはメリットがあるよう

に思います。しかし、取り入れる際には

注意すべき点があります。乾乳期間を短

縮するということは搾乳期間が長くなる

ということで、必然的に搾乳牛舎の飼養頭

数が増えてしまいます。

連載7回目で乾乳牛の適切な飼養環境に

ついて触れましたが、搾乳牛も密飼いにな

ると競争が生まれます。飼養頭数に対して

ベッドが同じ数以上あるのか、飼槽幅やス

タンチョンの数、水槽の数は足りているの

か、搾乳待機場の面積は十分か、別途乾草

を給与している場合は草架の数が足りてい

るのかなども考慮しなくてはし、けません。

例えば、過密になり飼槽スペースが不足

してしまうと、弱い牛は給餌直後に採食で

きなくなります。そして、飼槽スペースに

余裕があるときに採食できても次にいつ食

べられるか分からないた

め、 一気にたくさん採食

する固め食いをしてしま

い、ルーメンpHの急激

な低下からアシドーシス

になる可能性がありま

す口また 1群管理してい

る所であれば、泌乳後期

の牛の乳 量 に対して

TMR中の濃厚飼料が多

過ぎるため過肥につなが

るかもしれません。

このように、飼養環境を考慮しないで乾

乳期間を短縮すると、乾乳牛舎には余裕が

できて分娩までは適切な管理ができるかも

しれませんが、搾乳舎での問題が増えてし

まうことになります。どんな飼養管理でも

一長一短があるため、施設の現状や作業方

法、 牛の様子を総合的に考慮、し、 最もバラ

ンスの取れた飼養方法を実施することが重

要であるといえます。そして、わずかなこ

とでも飼養管理を変更した後は、うまく適

応しているかの確認を忘れてはし、けません。

そこで次回は、乾乳期の管理がうまくい

っているかどうかを生産現場で確認できる

よう、ボディーコンディションスコアとル

ーメンフィルスコアの測定方法および両者

の使い分けについて説明します。
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